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或 初秋の 日暮 であった。 

しほ どめ 

汐留の 船宿、 伊豆 屋の 表二階に は、 遊び人ら しい 二 

しき リ けんしう 

人の 男が、 さっきから 差し 向 ひで、 頻に 献酬 を 重ねて 

ゐた。 

一人 は 色の 浅黒い、 小肥りに 肥った 男で、 形の 如く 

ゆ ふき ひと へ もの 

結 城の 単衣物に、 八 反の 平ぐ け を 締めた のが、 上に 羽 

こわた たう ざん 

織った 古渡り 唐桟の 半天と 一し よに、 その 苦み ばし つ 

た 男ぶ リを、 一層い なせに 見せて ゐる 趣が あった。 も 

う 一 人 は 色の 白い、 どちら かと 云へば 小柄な 男 だが、 



た 所が、 毛 頭 秋ら し い うそ 寒さ を 覚え させる やうな 事 

はない ので ある。 殊に 色の 白い 男の 方になる と、 これ 

かけ まも 

ばかり は 冷た さうな 掛 守りの 銀 鎖 もちら つく 程、 思 入 

れ小 弁慶の 胸 を ひろげて ゐた。 

一 一人 は 女中まで 遠ざけて、 暫く は 何やら 密談に 耽つ 

てゐ たが、 やがて それ も 一段落つ いたと 見えて、 色の 

ちょく 

浅黒い、 小肥りに 肥った 男 は、 無造作に 猪口 を 相手に 

返す と、 膝の 下の 煙草 入 をと リ 上げながら、 

「と 云 ふ 訳での、 おれ もやつ と 三年ぶ りに、 又 江戸へ 

帰って来 たのよ。」 

「道 里で ちっと 御帰りが、 遅す ぎる と 田 a つて ゐ やした 



と、 

「そいつが この頃 は 御覧な せえ。 けちな 稼ぎ をす る 奴 

は、 箒で 掃く 程ゐ やす けれど、 あの 位な 大 泥坊 は、 

っひぞ 聞か 無え ぢゃ ごぜえ ません か。」 

「聞か 無え だって、 好 いぢ や 無え か。 国に 盗賊、 家に 

鼠 だ。 大 泥坊なん ぞはゐ 無え 方が 好い。」 

「そり や 居 無え 方が 好い。 居 無え 方が 好 いに や 違え) J 

ぜ えません がね。」 

ほりもの ひぢ 

色の 白い、 小柄な 男 は、 剳青の ある 臂を 延べて、 親 

ちょく 

分へ 猪口 を 差しながら、 

「あの 時分の 事を考 へる と、 へへ、 妙な もので 盗っ人 



けれど、 飯の 匂と 汁の 匂と が、 湯気 や 火つ 気と 一 つに 

なって、 むん と 鼻へ 来 やが つた。 それから 早速 草鞋 を 

をん な 

脱ぎの、 行燈を 下げた 婢 と 一 しょに、 一 一階 座敷へ せり 

さむ しの 

上った が、 まづ 一風呂 暖まって、 何 は ともあれ 寒さ 凌 

ぎと、 熱燜で 二三 杯き め 出す と、 その 越後 屋重吉 と 云 

ふ 野郎が、 始末に 了へ 無え 機嫌 上戸での、 唯で せえ 口 

のまめ なやつ が、 大方 饒舌る 事ぢゃ 無え。 

「旦那え、 この 酒なら 御 口に 合 ひやせう。 これから 甲 

州路へ かかって 御覧なさい やし。 とても かう 云 ふ 酒 は 

飲めません や。 へへ、 古い 洒落 だが 与 右衛門の 女房で、 

わつ し 

私ば かり かさねがさね II 」 



消えて ゐる。 その上 隣に 寝て ゐる 野郎が、 さっきまで 

は 鼾 を かいて ゐた 癖に、 今 はまる で 死んだ やうに 寝息 

を か ようす 

一 つ させ やがら 無え。 はてな、 何だか 可笑しな 容子だ 

ぞと、 かう 思 ふか 思 は 無え 内に、 今度 はおれの 夜具の 

中へ、 人間の 手が 這 入って 来 やが つた。 それ もがた が 

た ふるへ ながら、 胴 巻の 結び目 を 探 しゃがる のよ。 成 

程。 人 は 見かけに や よら 無え もの だ。 あの でれ 助が 

胡麻の 蠅と は、 こいつ はちい つと 出来す ぎた わい。 I 

I と 思ったら、 すんでの 事に、 おれ は 吹き出す 所 だつ 

たが、 その 胡麻の 蠅と 今が今まで、 一 しょに 酒 を 飲ん 

でゐ たと 思 や、 心々 し くもなって 来ての、 あの 野郎の 



手が 胴 巻の 結び目 を ほどきに かか リゃ がると、 いきな 

リ 逆に ひつ 握め えて、 捻り 上げた と 思 ひねえ。 胡麻の 

蠅の 奴め、 驚き やが るめ え 事 か、 慌てて 振り放さ うと 

する 所 を、 夜具 を 頭から 押つ かぶせての、 まんまとお 

れ がその 上へ 馬乗りに なって しまった のよ。 すると あ 

の 意気地なしめ、 無理無体に 夜具の 下から、 面 だけ 外 

へ 出した と 思 ふと、 「ひ、 ひ、 人殺し」 と、 烏 骨 # が 時 

でもつ くりやし めえ し、 奇体な 声を立て やが つた。 

てめ え 

手前が 盗み をして 置きながら、 手前で 人 を 呼び や 世話 

たう へ ん ぼく 

は 無え、 唐変木と は 始めから 知つ ちゃ ゐ るが、 さりと 

は 男らしく も 無え 野郎 だと、 おれ は 急に 腹が立つ たか 



「何が 胡麻の 蠅 がえ らかんべ い。 三年 前の 大 夕立に 

雷獣 様 を 手捕りに した、 横 山 宿 の 勘 太と はおらが 事 だ。 

おらが 身 もんで え を 一 つす リゃ、 うぬが やうな 胡麻の 

蠅は、 踏み 殺される と 云 ふ 事 を 知ん 無え か。」 

かさ おど 

と 嵩に かかって 嚇 したが、 胡麻の 蠅の奴 はせ せら 笑 

つて、 

たてやま 

r へ ん、 こけが 六十 六部に 立山の 話で も 聞き やしめ え 

し、 頭からお どかし を 食って たまる もの かえ。 これ や 

すじ やう 

い、 眠む 気 ざまし にや 勿体無え が、 おれの 素性 を 洗つ 

て やる から、 耳の 穴を搔 つぼ じって 聞き や がれ。」 

と 声色に しちや 語呂の 悪い、 啖呵 を 切り出した 所 は 



つら みづ ばな 

豪勢 だが の、 面 を 見り や 寒い と 見えて、 水つ 渎が 鼻の 

下に 光って ゐる。 おまけに おれの なぐった 所が、 小鬢 

の 禿から 顋へ かけて、 まるで 面が 歪んだ やうに、 脹れ 

ゐな かもの 

上って ゐ ようと 云 ふ もの だ。 が、 それでも 田舎者 にゃ- 

あの 野郎の ぼん ぼん 云 ふ 事が、 ちっと は 効き目が あつ 

たの だら う。 あいつが 乙に 反り身に なって、 餓鬼の 時 

から 悪事 を 覚えた 行き 立て を 饒舌って ゐる 内に や、 雷 

獣 を 手捕りに したと か 云 ふ、 髭の ぢぢ むせえ 馬子 半天 

も、 追々 あの 胡麻の 蠅を胴 突か なくなって 来た ぢゃ無 

え か。 それ を 見る と あの 野郎め、 愈 しゃくんだ 顋を 

振りの、 三人の 奴ら をね め ま はして、 



てで ござり やす。 この 秋 女房に 逃げられ やして、 それ 

から 引き続き 不手ま はりな 事ば かり 多う， > j ざり やした 

から、 貧す リゃ 鈍す ると 申す 通り、 ふとした 一 時の 出 

来 心から、 飛んだ 失礼な 真似 を 致し やした。」 

おれ はいくら とんちき でも、 兎に角 胡麻の 蠅 だと は 

思って ゐ たから、 かう 云 ふ 話 を 聞かされた 時に や、 煙 

管へ 煙草 をつ めかけた 儘、 呆れて 物 も 云へ なかった。 

が、 おれ は 呆れた だけだった が、 馬子 半天と 若え 者と 

は、 腹 を 立てた の 立て 無え のぢ やねえ。 おれが 止めよ 

うと 思 ふ 内に、 いきなり あの 野郎 を 引きずり 倒しの、 

「うぬ、 よくも 人 を 莫迦に しゃがつ たな。」 



見せた が、 色の 浅黒い、 唐桟の 半天 を 羽織った 男 は、 

悠々 と 微笑 を 含みながら、 

「はて、 この おれが 云 ふの だから、 本望に 違え 無え ぢ 

や 無え か。 手前に やまだ 明さなかった が、 三年 前に 鼠 

小僧と 江戸で 噂が 高かった の は —— 」 

と 云 ふと、 猪口 を控 へた 儘、 鋭く あたりへ 眼 をく ば 

つて、 

「この 和 泉 屋の次 郎吉の 事 だ。」 

(大正 八 年 十二月) 
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